
 

 

 

 

 

 

 
 

平成３０年６月５日に平成３０年度第１回阿寒湖温泉地 

区景観協議会が開催されました。内容については、次のとお 

りです。 

・規約の一部改正について 

・「アイヌ文化を活かした景観デザインの手引き」完成に 

 ついて 

・環境省からの現状報告について 

・ＮＰＯ阿寒からの現状報告について（パロコロ関連等） 

・今年度の協議会の活動について 

 最初に、阿寒国立公園が阿寒摩周国立公園に名称変更したことに伴い、環境省の管理官事務所

の名称が変更になったことから規約の一部を改正しました。 

 環境省の末永管理官から「アイヌ文化を活かした景観デザインの手引き」の完成について説明

があり、また、国立公園の管理計画の改訂状況について、今年度中には改訂を進めたいと報告が

ありました。 

 最後に、今年度の協議会の活動として例年通りサイン塗装を行うことを決定しました。 

  

 

「アイヌ文化を活かした景観デザインの手引き」について 

  

この手引きは、主に商店街に向けて、阿寒湖温泉におけ 

るアイヌ文様等の使用方法について案内した冊子です。 

 阿寒湖温泉地区景観協議会が中心となり、阿寒湖温 

泉の将来像を各商店街で議論し、阿寒湖温泉において 

アイヌ文様等を使用する際の共通の考え方、商店街ご 

とのアイヌ文様等の使い方を指針としてまとめたもの 

です。 

 商店街の皆様には店舗の模様替えや改修の際の参考 

として、ぜひご活用いただきたいと思います。 
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７月１９日（木）に阿寒湖温泉街のサイン塗装を行いました。 

 当初 7 月４日（水）を予定していましたが雨天順延になり、再度予定していた 7 月 9 日（月）

も悪天候のため順延になっていましたが、実施当日は晴天に恵まれ、汗ばむ陽気の中での作業と

なりました。 

 湖畔に設置されているベンチ１０か所のほか、湖畔の足下注意看板２か所、常盤木小公園の車

止４か所、雛の座の前のアイヌコタン看板の裏面、環境省のプランター（車止）、まりむ館前の

看板等の塗装を行いました。 

 日差しも強く暑い中での作業となりましたが、皆さんの力でとてもきれいに仕上がりました。 

 当日作業に参加していただいた皆さん、ありがとうございました。また、天候により日程がな

かなか決まらないため、残念ながら今年は参加できなかった皆さん、今後ともよろしくお願いい

たします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

阿寒湖温泉地区景観協議会は、これからもより良い素敵な阿寒湖温泉にしていくために、景観

づくりを進めていきたいと考えておりますので、ご協力をよろしくお願いいたします。 

  

サイン塗装を実施しました 

釧路市の景観計画において、阿寒湖温泉地区を、地域の合意形成を図りながら、重点的に景観形成を

進める地区としています。阿寒湖温泉らしい景観づくりに向け、地域住民と行政が連携して景観づくり

を推進する任意の組織として、平成２３年１２月に「阿寒湖温泉地区景観協議会」が設立されました。 

事務局：釧路市総合政策部都市計画課 担当：角
すみ

 

☎：0154-31-4554 FAX：0154-25-8149 E-mail:to-toshikei@city.kushiro.lg.jp 

【塗装前】 【塗装後】 


